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   平成２７年９月３日（１） 

開議 １０時００分 

○議長 磯永優二君 

 皆さん、おはようございます。ただいまの出席議員は、１２名であります。 

 これより、平成２７年第５回豊前市議会定例会を開会し、直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１ 会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

本定例会の会期は、議会運営委員会で協議のとおり、本日から９月２５日までの２３日間

といたしたいと思います。これに御異議ございませんか。 

(「異議なし」の声あり) 

御異議なしと認めます。よって、会期は、２３日間と決定いたしました。 

 続きまして、日程第２ 会議録署名議員の指名をおこないます。 

会議録署名議員は、会議規則第８０条の規定により、議長において、４番 鈴木正博議員、

１１番 爪丸裕和議員を指名いたします。 

 日程第３ 諸般の報告をいたします。 

監査委員より、平成２７年５月分から平成２７年７月分までの出納例月検査の報告が届い

ております。各報告書につきましては、事務局にて保管しておりますので、御了承願いま

す。 

 以上で、報告を終わります。 

 日程第４ 議案の上程をおこない、提案理由の説明を受けることにいたします。 

今定例会には、市長から、議案１９件、報告８件、合計２７件が提出されております。 

これらを一括上程し、議題といたします。 

 それでは、市長に提案理由の説明を求めます。市長。 

○市長 後藤元秀君 

 皆さん、おはようございます。それでは、ただいまより提案理由の説明を申し上げます。 

 本日ここに平成２７年第５回豊前市議会定例会を招集いたしましたところ、議員各位に

は、公私共に御多用のところ、御臨席を賜り、誠にありがとうございます。厚くお礼を申

し上げます。 

 本議会に提案いたしました議案は、条例案件５件、予算案件２件、決算案件１０件、そ

の他の案件２件、報告案件８件の計２７件であります。 

 それでは、議案の順序により御説明申し上げます。 

 議案第４８号は、豊前市個人情報保護条例の一部改正についてであります。行政手続き

における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、関係規定

を整備するものであります。 
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 議案第４９号は、豊前市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部改正についてであります。 

 被用者年金制度の一元化を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律の施行に

伴い、関係規定を整備するものであります。 

 議案第５０号は、豊前市退職手当支給条例の一部改正についてであります。 

 被用者年金制度の一元化を図るための厚生年金保険法等の一部を改正する法律の施行に

伴い、関係規定を整備するものであります。 

 議案第５１号は、豊前市手数料条例の一部改正についてであります。 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴う

手数料の額の明示について、関係規定を整備するものであります。 

 議案第５２号は、豊前市行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に

関する法律に基づく個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例の制定について

であります。 

 行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等に関する法律の施行に伴い、

実施機関内での個人番号の独自利用及び庁内連携並びに自治体内における他の機関への特

定個人情報の提供等に関して、関係規定を整備するものであります。 

 議案第５３号は、市道路線の認定についてであります。 

 道路法第８条第１項の規定に基づき、市道路線を認定するにあたり、同条第２項の規定

により、市議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５４号は、市道路線の廃止についてであります。 

 道路法第１０条第１項の規定に基づき、市道路線を廃止するにあたり、同条第３項の規

定により、市議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５５号は、平成２７年度豊前市一般会計補正予算第１号であります。 

 今回の補正予算は、市政運営上、緊急に必要とされる経費等について、所要の措置をい

たしたところであります。 

 その補正額は１億３８２８万３０００円で、補正後の予算総額は１１８億９７９８万３

０００円であります。歳出補正の概要について、御説明申し上げます。 

 ２款総務費に、１２０７万６０００円の補正であります。その主なものは、コミュニテ

ィ助成事業補助金５００万円、市制６０周年記念事業２７０万円の補正であります。 

 ３款民生費に、９８９万８０００円の補正であります。その主なものは、臨時福祉給付

金等給付事業８３２万２０００円、障害者計画策定に１５７万６０００円の補正でありま

す。  

 ６款農林水産業費に５３３０万８０００円の補正であります。その主なものは、山村振

興事業１０６３万８０００円、水産振興施設整備事業３４６７万４０００円の補正であり
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ます。 

 ７款商工費に４７１万６０００円の補正であります。その主なものは、豊前市観光協会

補助金４３７万円の補正であります。 

 ８款土木費に４４５４万５０００円の補正であります。その主なものは、道路一般単独

事業２２４７万８０００円、道路補修費１５４５万１０００円、橋梁新設改良事業３６５

万２０００円の補正であります。 

 ９款消防費に防災用備品２００万円の補正であります。 

 １０款教育費に１１７４万円の補正であります。その主なものは、中学校体育館天井等

改修事業９８０万円、総合文化施設費１３４万円の補正であります。 

 この補正予算の財源は、歳出補正に伴う、国・県支出金等の特定財源のほか、一般財源

として、平成２６年度繰越金、地方交付税を、それぞれ措置したところであります。 

 議案第５６号は、平成２７年度豊前市国民健康保険事業特別会計補正予算第１号であり

ます。 

 補正額は１４０４万８０００円で、退職者医療交付金返還金によるものであります。 

 議案第５７号から第６３号までは、平成２６年度の決算の認定に関する議案であります。 

 同議案に係る一般会計のほか６特別会計の主要施策の概要及び成果等につきましては、

別冊に記述のとおりでありますので、詳細の説明は省略させていただき、会計別の決算等

について、その概要を申し上げます。 

 議案第５７号 豊前市一般会計の最終予算額は、１２３億３８０９万１１２０円であり

ます。 

これに対し、歳入決算額は１１６億３０８１万６９２５円で、予算に対する収入率は、

９４．３％、歳出決算額は、１１４億７６６５万１５７０円で、対予算の執行率は、９３．

０％、歳入歳出差引１億５４１６万５３５５円の形式黒字となっていますが、翌年度への

繰越財源を差し引いた実質収支額は、６８８３万７３５５円の黒字決算となっています。 

 この内、４０００万円は、地方自治法第２３３条２、及び財政調整基金条例第２条第１

項の規定に基づき、積立をいたしております。ただし、経常収支比率につきましては、９

５．８％となり、一段の財政の硬直化が進み、今後の財政運営に影響を及ぼす可能性があ

ります。 

 議案第５８号 豊前市国民健康保険事業特別会計の最終予算額は、４０億１０７０万２

０００円であります。 

 これに対し、歳入決算額は、３５億７０２万４７４６円で、予算に対する収入率は８７．

４％、歳出決算額は、３５億１０９万９０７２円で、対予算の執行率は８７．３％、歳入

歳出差引５９２万５６７４円の黒字で、翌年度繰越金となっています。 

 議案第５９号 豊前市後期高齢者医療事業特別会計の最終予算額は、４億４９６５万８
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０００円であります。 

 これに対し、歳入決算額は４億４３８３万８５２４円で、予算に対する収入率は、９８．

７％、歳出決算額は４億２８９９万９０４円で、対予算の執行率は９５．４％、歳入歳出

差引１４８４万７６２０円の黒字で、翌年度繰越金となっています。 

 議案第６０号 豊前市住宅新築資金等貸付事業特別会計の最終予算額は、２９２６万９

０００円であります。 

 これに対し、歳入決算額は２５２万２０４４円で、予算に対する収入率は８．６％、歳

出決算額は２８６８万６５６円で、対予算の執行率は９８．０％、歳入歳出差引２６１５

万８６１２円の歳入不足となっておりますので、翌年度より繰上充用いたしております。 

 議案第６１号 豊前市営駐車場事業特別会計の最終予算額は、８６０万円であります。 

 これに対し、歳入決算額は１０４０万４３４９円で、予算に対する収入率は１２１．０％、

歳出決算額は６６１万１５１円で、対予算の執行率は７６．９％、歳入歳出差引３７９万

４１９８円の黒字で、翌年度繰越金となっています。 

 議案第６２号 豊前市バス事業特別会計の最終予算額は、３７０８万２０００円であり

ます。 

 これに対し、歳入決算額は３６９１万８７７６円で、予算に対する収入率は９９．６％、

歳出決算額は３６９１万８７７６円で、対予算の執行率は９９．６％で、歳入歳出は同額

となっております。 

 議案第６３号 豊前市工業用地造成事業特別会計の最終予算額は、３億３９１５万１０

００円であります。 

 これに対し、歳入決算額は２億２７０５万４５７４円で、予算に対する収入率は６６．

９％、歳出決算額は２億２６９７万４５７４円で、対予算の執行率は６６．９％、歳入歳

出差引８万円の形式黒字となっていますが、全額を翌年度への繰越財源としたため、実質

収支額は０円となっています。 

 議案第６４号は、豊前市水道事業会計の平成２６年度決算は、収益的収支では、収入６

億１３３１万２３７７円に対し、支出５億６６３５万８４２円であり、消費税を除いた当

年度純利益は、４２７６万６７０２円となっています。 

 なお、営業外収入につきましては、当年度他会計補助金及び長期前受金戻入による収益

であります。 

 また、資本的収支では、収入６８３２万９７００円に対し、支出１億４７７５万７２５

９円であり、差引７９４２万７５５９円の不足が生じておりますが、この不足額につきま

しては、当年度分消費税資本的収支調整額３９８万５９３円、過年度分損益勘定留保資金

７５５４万６９６６円で補填したところであります。 

 事業面では、配水管布設工事、東九州自動車道関連工事、漏水防水対策も含めた配水管
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布設替工事、老朽化した取水設備の改修等、９工事で工事延長、３５１．７メートルを実

施いたしました。また、第８期拡張事業につきましては、５工事で工事延長１００６．９

メートルを実施いたしました。 

 今後とも、なお一層の効率的な経営に向け、企業努力をしてまいる所存であります。 

 続いて、剰余金の処分についてであります。 

 平成２６年度豊前市水道事業会計の当年度未処分利益剰余金、１億７６１９万６２６３

円のうち、地方公営企業会計制度の改正による、１億３３４２万９５６１円については、

自己資本金に組み入れるものであります。 

 また既に除却されていた等の理由により、資産の財源に関連付けできなかった資本剰余

金、２６８１万９６８７円についても、同様に自己資本金に組み入れるものであります。 

 議案第６６号 豊前市下水道事業特別会計の決算であります。 

 まず、豊前市公共下水道事業について、平成２６年度決算は、収益的収支では、収入４

億５１２６万８６５６円に対し、支出４億７６１１万１４４５円であり、消費税を除いた

当年度純損失は、３２４６万２１４７円となっています。 

なお、営業外収入につきましては、当年度他会計補助金及び長期前受金戻入による収益

であります。 

 諸経費の節減に努めましたが、支出の主な要因は、有形固定資産の減価償却費によるも

のであります。 

 また、資本的収支では、収入２億３０６５万３４００円に対し、支出４億３５６８万４

７１２円であり、差し引き２億５０３万１３１２円の不足が生じておりますが、この不足

額につきましては、過年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、３万４７２５円、

当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額、３０３万４４６０円、過年度分損益勘

定留保資金、２億１４６万２１２７円、繰越工事資金、５０万円を補填したところであり

ます。 

 事業面では、汚水管渠布設等４工事、工事延長３０４．６メートル、浄化センター建設

工事及び浄化センター長寿命化計画策定業務委託等を実施いたしました。 

 続いて、豊前市農業集落排水施設事業について、平成２６年度決算は、収益的収支では、

収入２６４４万３４２６円に対し、支出３２８９万４１８４円であり、消費税を除いた当

年度分純損失は、６４５万７５８円となっています。 

 なお、営業外収入につきましては、当年度分他会計補助金による収益であります。 

 諸経費の節減に努めましたが、支出の主な要因は、有形固定資産の減価償却費によるも

のであります。 

 また、資本的支出では、支出１３１１万２１０８円であり、同額の不足が生じておりま

すが、この不足額につきましては、過年度分損益勘定留保資金、１３１１万２１０８円で
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補填したところであります。 

 今後とも、なお一層の効率的な経営に向け、企業努力をしてまいる所存であります。 

 議案第６７号 豊前市東部地区工業用水道事業会計の平成２６年度決算は、収益的収支

では、収入２７９１万４３８０円に対し、支出２９１０万６８１８円であり、消費税を除

いた当年度分純損失は、１１９万２４３８円となっています。 

 なお、営業外収入につきましては、業務受託収益及び長期前受金戻入による収益であり

ます。 

 また資本的収支では、収入４４０万２４１２円に対し、支出４４０万２４１２円であり、

不足は生じておりません。  

 報告第５号は、訴えの提起の専決処分の報告についてであります。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定に基づき、訴えの提起等について専決処分したので、

同条第２項の規定により、これを報告するものであります。 

 報告第６号は、平成２６年度豊前市下水道事業特別会計（豊前市公共下水道事業）継続

費精算報告についてであります。 

 地方公営企業法施行令第１８条の２第２項の前段の規定による継続費の精算をしたので、

同項後段の規定により、報告するものであります。 

 報告第７号は、平成２６年度豊前市の財政の健全化判断比率について、地方公共団体の

財政の健全化に関する法律第３条第１項の規定により、別紙監査委員の意見を付けて報告

するものであります。 

 健全化判断比率である実質赤字比率、連結実質赤字比率、実質公債費比率及び将来負担

比率は、いずれも国の早期健全化基準を大きく下回っており、健全な財政状況にあると判

断されました。 

 報告第８号は、平成２６年度豊前市工業用地造成事業特別会計の資金不足比率について、

報告第９号は、平成２６年度豊前市水道事業会計の資金不足比率について、報告第１０号

は、平成２６年度豊前市下水道事業特別会計の資金不足比率について、報告第１１号は、

平成２６年度豊前市東部地区工業用水道事業会計の資金不足比率についてであります。 

 各会計の資金不足比率について、地方公共団体の財政の健全化に関する法律第２２条第

１項の規定により、別紙、監査委員の意見を付けて報告するものであります。 

 各会計における資金不足比率については、資金不足を生じた会計がないため、いずれも

経営健全化基準に該当しておりません。 

 報告第１２号は、豊前市土地開発公社の平成２６年度事業及び決算並びに平成２７年度

事業計画及び予算について、地方自治法第２４３条の３第２項の規定により、報告するも

のであります。 

 以上、提出議案の概要について御説明申し上げましたが、いずれの議案も市政運営上緊
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急かつ必要な案件でありますので、議員各位には、慎重に御審議の上、すみやかに御議決

くださいますようお願い申し上げまして、提案理由の説明といたします。 

 終わります。 

○議長 磯永優二君 

 以上で、議案の上程、並びに提案理由の説明を終わります。 

 次に、今定例会に提案されております決算認定案件に関し、監査委員に審査の概要につ

いての報告を求めます。 

初山監査委員。 

○監査委員 初山吉治君 

 それでは、平成２６年度の一般会計、特別会計及び公営企業会計の決算審査報告をいた

します。 

 審査は、市長から提出されました各会計の歳入歳出決算書、その他、付属書類等をもと

に、本年の６月１日から８月１４日まで、鈴木監査委員とともに実施いたしました。 

 各会計の決算書及び関係書類の合規性、法令等に従っておこなわれているかどうかです

が、合規性及び計数の正確性、並びに決算収支の状況などに主眼を置き、関係諸帳簿との

照合、点検、あるいは内容の検討などを主体におこないました。 

 審査に付されました各決算書は、関係法令に準拠して作成されており、決算計数は、関

係諸帳簿及び証拠書類と照合した結果、各決算書は適正と認められました。 

 また予算の執行状況も、所期の目的に従って、おおむね効率的に執行されているものと

認められました。 

 詳細につきましては、お手元に配付されております意見書等に記載しておりますので、

省略させていただきますが、２点ほど、意見として述べさせていただきます。 

 普通会計の決算でありますが、百万円単位で申し上げたいと思います、単純に歳入から

歳出を差し引いた形式収支は、１億３２００万円の黒字、翌年度への繰越財源を控除した

実質収支も４６００万円の黒字であります。その中には、前年度からの繰越金も含まれて

おりますので、それを控除した単年度収支は、５７００万円の赤字であります。 

 さらに財政調整基金への積立、取り崩し、地方債の繰り上げ償還を加減した実質単年度

収支も４６００万円の赤字決算であります。 

 平成２６年度は、財政調整基金から１億円を取り崩して、実質収支の黒字を維持してい

る状況で、本市の財政は、厳しい状況にあると言わざるを得ません。 

 先程、市長も申し上げましたが、経常収支比率でございますが、今年度は９５．８％で、

昨年度に比べ２．３％悪化しております。この傾向は５年続いております。 

 経常収支比率は、御承知のように、財政構造の弾力性を示す指標で、人件費、扶助費、

公債費など、削ることが容易でない義務的経費に、税、交付税などの一般財源が、どの程
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度費やされたかを求めた数値でございます。低ければ低いほど財政に弾力性があり、政策

的に使えるお金が多くあることを示すものであります。 

 この経常収支比率の悪化の傾向は、他市においても言える状況とは思いますが、本市の

財政は、かなり硬直化が進んでいると言えます。 

 人間の血管で言えば、動脈硬化の症状だと思います。早めの治療が必要ではないかと考

えております。 

 次に、公営企業会計でございますが、本市には上水、下水、それから農業集落排水、そ

れに工業用配水の４つの事業がございます。公共的役割、責任において、一般会計が負担

しなければならない経費も当然ございますが、工水を除き一般会計から総額３億６０００

万円と多額な補助金を支出しており、市の財政を大きく圧迫しております 

 市民生活には欠くことのできない、これらのサービスを継続していくためには、損益の

状況も十分把握し、それに対応する方策を講じなければならないことは、利潤を追求しな

い公営企業とはいえ、民間企業と同様に大変重要なことと考えております。 

 市長はじめ関係部署の皆様方の日々の財政運営に対する努力は、十分理解できるところ

でありますが、なお一層の財政の健全化を推進し、持続可能な行財政基盤の確立に、引き

続き努められますよう願うものであります。 

 以上、簡単ですが、決算審査報告とさせていただきます。 

○議長 磯永優二君 

 以上で、監査委員の報告を終わります。 

 本日の日程は、全て終了いたしました。 

 一般質問は、９月９日から１１日までの３日間を予定しております。 

 なお、議案に対する質疑は、一般質問後におこないます。一般質問並びに議案に対する

質疑のある方は、本日午後５時までに発言通告書の提出をお願いいたします。 

 発言の順序は、通告書提出の順序といたしますが、議事運営上、変更することもありま

すので、御了承ください。 

 それでは、本日は、これをもって散会いたします。 

 お疲れさんでした。 

散会 １０時２８分 


